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属人区長の手紙
（2024年2月10日）|
従順の徳について

この司牧的書簡において、オ
プス・デイ属人区長は、キリ
スト教のメッセージとオプ
ス・デイにおける召命という
観点から、従順の徳について
考察します。

2024/02/20

愛する皆さんへ。イエスが私の子ど
もたちを守ってくださいますよう
に！



1. 数年前、私は皆さんに自由につい
ての手紙を書きました。皆さん一人
ひとりは、その内容について黙想
し、それを日々の生活に取り入れる
よう努めたことでしょう。その手紙
において「私たちは単に義務を果た
すためではなく、愛によって物事を
行うように呼ばれている」というこ
とを思い起こしました。私たちは主
のすぐそばを歩みたいと望んでいま
す。主の御旨を果たしながら、キリ
ストの愛に応えるという望みに動か
されながら、主に従いたいと望んで
います。今回、私は従順についての
手紙を皆さんに書きます。一見、従
順は自由と対立する徳のように思え
るかもしれません。しかし私たち
は、実のところ真の従順は自由の結
果であることをよく知っています。
さらに私たちは、単なる人間的なも
のの見方によって想像されるものと
は裏腹に、キリスト者の従順は、私
たちを日毎にさらなる自由へと導く
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ものであることをよく知っていま
す。

数十年前、聖ホセマリアの著作を深
く研究したある偉大な学者が、創立
者のある重要な貢献を指摘しまし
た。それは、キリスト者の生活にお
いて、ある意味、従順よりも自由が
先に来ることを、聖ホセマリアが強
調したという点です[1]。私たちが従
うのは、神の御旨を「行いたい」か
らです。なぜならそれが私たちの心
の最も深い望みだからです。実際、
自由のない従順は人間にふさわしい
ものではありません。それゆえ、神
の子にふさわしいものでもありませ
ん。

愛とは（私たちがよく知っていると
おり）、単なる変わりやすい気持ち
の傾きではなく、それ以上のもので
す。愛は誰かのために命を捧げる態
度を伴います（ヨハネ15･13参
照）。ですから、愛の最も深い表れ



の一つは、私たちの意志を、愛する
人の意志と一致させることです：
「あなたがお望みのことを、お望み
のゆえに、お望みのように、お望み
のときに…、私も望みます」[2]。

2. 私たちはこれまで何度も世界に対
する神の愛の御計画について考えた
ことでしょう。神は、ただただ愛に
よって天地万物を創造され、それを
超自然の高みに上げられました。そ
の目的は人間一人ひとりに三位一体
の幸せを分け与えるため、人間一人
ひとりが完全に満たされた存在にな
るため、そしてそのことにより彼ら
の心の渇望のすべてが満たされるた
めでした。しかし罪もまた、始めか
ら、この世に現れました。それは私
たちの人祖の罪であり、根本的に不
従順の罪でした。

しかし神は私たちをお見捨てになり
ませんでした（このことについても
感謝の心を持って、飽きずに観想し



続けましょう）。私たちの理解を遥
かに超える、全く自由な愛の決断に
よって、神はその御ひとり子を世に
お遣わしになりました。それは私た
ちが神との友情を取り戻すためでし
た。イエスが十字架において全人類
のため、つまりあなたと私のため
に、お亡くなりになった時、イエス
はご自身の命を、御父の御旨への完
全な従順の行為として、お捧げにな
りました。救いの歴史は自由と従順
によって織りなされています。人間
の不従順によって生じた嘆かわしい
結果は、キリストの従順によって贖
われました。キリストの恵みは私た
ちに、神の子の自由を持って生きる
可能性を与えてくれます。

3. ここでは、従順の徳のいくつかの
側面について、皆さんと一緒に黙想
したいと思います。従順の徳は、私
たちの信仰の神秘の中心に位置する
と同時に、あらゆる人の生活におい
て生じる現実です。従うことは人間



の生活の一部です。それは様々なレ
ベルにおいて現れます。従わないと
いけない法やルールがあります。そ
れは自然法から社会における共生の
ための法にまで及びます。それは未
成年の両親に対する従順から、他の
人や組織に対して自発的に何かを真
剣に約束をした人の従順にまで及び
ます。また自身の良心に従うこと
も、類似的な意味で、従順と呼ぶこ
とができます。そして特定の霊的な
助言に従うことも、さらに広い意味
で、従順と呼ぶことができます。

現代社会の只中に生きる私たちに
とって明らかなように、今日の文化
において、従順が何か肯定的なもの
として理解されることはほとんどあ
りません。むしろ従順は、必要だが
可能な限り避けるべきものとして理
解されています。なぜならそれは自
由という偉大な価値と反するように
思えるからです。このことに加え、
多くの場所において、権威のイメー



ジがある種の危機を迎えているとい
う事実があり、また従属は否定的な
ものであるという理解があります。
つまり従属とは、自分で何かを判断
し決定する能力を制限する不可避の
例外として理解されています。例え
ば今日の社会は、あらゆる権力の乱
用に対してより敏感になっていま
す。それ自体は非常に肯定的で必要
なことです。一方で、それは時とし
て、あらゆる形の権威を不当に疑問
視することに繋がることがありま
す。実のところ、人は生まれつき、
ある種の不従順への傾向を持ってい
ます。それは原罪から来るもので、
「悪魔に誘惑された人間」が「創造
主への信頼を心の中で失い（創世記
3･1ｰ11参照）、自由意志を濫用して
神のおきてに背」[3]いた時からのも
のです。

従順の最高の価値を理解し、実生活
における従順と自由との繋がりを理
解するには、人間社会で必要とされ



るレベルの従順を超越して、イエ
ス・キリストを観想する必要があり
ます。私たちの人生の目的は、キリ
ストを中心として生きること、キリ
ストが私たちの心を統治し、私たち
の全存在を導いてくれることである
べきです。

「イエスから従順を生きることを学
びましょう。イエスはご自身の素晴
らしい生い立ちを、福音記者がラテ
ン語で次のたった三つの単語で書き
記すよう望まれました：erat
subditus illis 『イエスは...両親に仕
えてお暮らしになった』( ルカ 2･
51）。従順が神の子にとって必要か
どうか、見てください。もし、神ご
自身が二人の被造物に従うために来
たのなら！確かにお二人は最も完全
な方です。しかし彼らは被造物で
す。聖マリア（彼女より優れた方は
神しかいません）と聖ヨセフ。そし
てイエスは彼らに従われました」
[4]。神の子は完全に人間になるこ



と、そして、すべての良い子供のよ
うに、マリアとヨゼフに従うことを
望まれました。そのようにして神で
ある御父に従われました。この従順
は地上におけるイエスの全生涯を特
徴づけるものでした。それは十字架
での従順にまで至るものでした
（フィリピ2･8参照）。

神に従う

4. 絶対的な意味では、神のみが、常
にそしてすべての状況において、従
順に値する存在です。なぜなら神の
みが私たちを幸せに導く道を完全に
知っておられるからです。モーセ
は、従順によって民にもたらされる
あらゆる祝福について述べる前に次
のように指摘しました：「もし、あ
なたがあなたの神、主の御声によく
聞き従い、今日わたしが命じる戒め
をことごとく忠実に守るならば、あ
なたの神、主は、あなたを地上のあ



らゆる国民にはるかにまさったもの
としてくださる」（申命記28･1）。

ある意味で、聖書の啓示すべてが、
より知性的で、より自由な従順に向
けての教育であると言えます。それ
は私たちを完全な自己実現に導く教
育です。それは私たちの意志を神の
意志に一致させることによる、条件
なしの同意において実現します。そ
れゆえ、預言者たちを通して、そし
て民の度重なる裏切りにもかかわら
ず、主はご自身の民に言い聞かせ続
けます：「わたしの声に聞き従え。
そうすれば、わたしはあなたたちの
神となり、あなたたちはわたしの民
となる。わたしが命じる道にのみ歩
むならば、あなたたちは幸いを得
る」（エレミヤ7･23）。私たちの小
さな計画は、神の御計画の内に組み
込まれることにより、より大きなも
のになります。神の道を歩む時ほ
ど、物事が私たちにとってうまくい
くことはありません。



キリストご自身が、ご自分を従順な
子として私たちにお示しになりまし
た。第一に、マリアとヨセフ、親戚
と権威者に対して従順でした。しか
し何より、父なる神に対して従順で
した。イエスは御父の御旨を行うこ
とによりご自分を養われます：「わ
たしの食べ物とは、わたしをお遣わ
しになった方の御心を行い、その業
を成し遂げることである」（ヨハネ
4･34）。最も困難なときでさえ、御
子は御父の御旨をご自分のものにさ
れます。イエスは、それがどのよう
な苦しみをもたらすかを深く知って
おられるにもかかわらず、御父の御
旨に従われます：「父よ、御心な
ら、この杯をわたしから取りのけて
ください。しかし、わたしの願いで
はなく、御心のままに行ってくださ
い」（ルカ22･42）。聖パウロは、
イエスは「人間の姿で現れ、 へりく
だって、死に至るまで、それも十字
架の死に至るまで従順でした」



（フィリピ2･7ｰ8）と記していま
す。

私たちは単にキリストの死そのもの
によって救われただけでなく、キリ
ストの御父に対する自由で愛のこ
もった従順によって救われました。
それは私たちの内の一人となるた
め、そして私たち一人ひとりのため
に命を捧げるためでした：「一人の
従順によって多くの人が正しい者と
されるのです」（ローマ5･19）。そ
の従順は特定の時や場面に限定され
るものではなく、すべての時にわた
る行動のあり方、「この上ない」
（ヨハネ13･1）従順でした。

5. イエスを宣べ伝えることを禁じる
政治的・宗教的権威に対して、聖ペ
トロは答えます：「人間に従うより
も、神に従わなくてはなりません」
（使徒言行録5･29）。これに対し、
ベネディクト十六世は次のようにコ
メントします：「このことは、私た



ちが本当に神を知り、そして本当に
神に従いたいと望むことを前提とし
ます。神は私たちが好き勝手をする
ための口実ではありません。そうで
はなく神は本当に私たちを呼ばれそ
して招かれる方です。必要ならばそ
の招きは殉教にまで及びます。それ
ゆえ、世界における新しい自由の歴
史を開始するこの言葉を前にして、
何より私たちが神を知るよう、謙虚
に真に神を知るよう願いましょう。
そして神を知ることにより、人間の
自由の基礎である真実の従順を学ぶ
よう願いましょう」[5]。

神を「知る」者は、大きな希望と信
頼をもって、その絶え間ない探求に
身を置きます。神から祝福以外のも
のが来ることがありません。たとえ
それが時に暗いもの、理解できない
もの、苦しいものであったとして
も、です。このような意味で、個人
的な祈りもまた、従順の態度となっ
て表れます。聖ホセマリアは次のよ



うに祈りました：「主よ、仰せにな
りたいことすべてに、耳を傾け聞き
入るためにわたしたちはここにいま
す。お話ください。一言も聞き漏ら
すまいと御声に注目しております。
あなたのお話がわたしたちの心に落
ちて（…）わたしたちの意志を燃え
上がらせ、身を投じて熱心にあなた
に従いますように」[6]。

神の望みと人間の仲介

6. 神が私たちにお望みになること
は、しばしば間接的に示されます。
まずキリストの神秘体である教会を
通して。「教会は救いの普遍的秘跡
ですが、従順は、その教会を表すし
るしとして私たちの前に置かれた人
を受け入れる、という基本的選択で
す」[7]。また神は、様々なレベルや
状況に従って私たちに対して権威を
もつ人々を通して、ご自分の望みを
示されることがあります。他の人々
や概ね普通の出来事を通して神が私



たちにお話になるということを知
り、そこに神の御旨を見ることがで
きると確信するなら、人生の道を共
に歩む人たちの言葉の中にも隠され
た神の御計画に対して素直な態度を
取ることができるでしょう。

聖ホセマリアは、この仲介――神に
耳を傾けるが、普通の男女を通じて
――の複雑さを認め、謙遜で、誠
実、また落ち着いた態度を取るよう
勧めました。「時折、良心の奥の方
で響くだけの小さな声で主はご自分
の御旨をお示しになります。ですか
ら、その声を聞き分けて忠実に従う
ために、注意深く耳を傾けなければ
なりません。たいていの場合、主は
人々を通してお話になります。とこ
ろが、その人の欠点や、『その人は
よく物事をわきまえているのだろう
か』『問題に精通しているのだろう
か』などの考えが、『その人に従わ
なくてもよいのではないか』という
思いを生じさせることがあります。



これらすべてに超自然の意味がある
可能性があります。神は盲目的な従
順を強制なさるのではなく、理性的
な従順をお望みだからです。それぞ
れが理性の光を使って人々を助ける
責任があります。しかし、まず自分
自身に対して正直になりましょう。
自己を動かすのは真理への愛か、あ
るいは自我や自己の判断への執着な
のか、毎回糾明してみましょう」
[8]。

7. 他方、それがどんなレベルであろ
うとも、権威ある地位の人々がその
地位に置かれたのは彼の人間的完全
性によるのではないことも忘れては
なりません。私たちが彼らに従うの
は、その資質のためではありませ
ん。「頭を務めるものが良い模範を
示さないのは実に残念なことであ
る。ところであなたは、上に立つ人
の個人的素質の良し悪しを見て従う
のか。それとも『あなたたちの目上
に服従しなさい』という聖パウロの



言葉を、あなたが楽をするために都
合のよい解釈を加えて、『目上が私
の好みに合った徳を備えているとき
に』と読むのか」[9]。

しかし、指示や助言を与える人が間
違うことはないと言っているのでは
ありません。彼ら自身もそれをよく
自覚しており、もし誤った指示や助
言を与えたとわかったら、赦しを願
うでしょう。問題の大きさとそれが
及ぼす範囲の広さによって状況は異
なりますが、誤る可能性に対して、
私たちは常に、超自然的な信仰と信
頼の中で、理性的に誠実さをもって
向き合うことができます。それだけ
でなく謙遜も必要です。なぜなら自
分の判断が間違っているかもしれな
いと、少なくとも少しは疑うこと、
そして受けた指示や助言に納得でき
ない場合、その旨を信頼を持って上
長に打ち明け、対話することは、理
にかなったことだからです。



聖トマスは、従順は上長の正当な命
令を、それに従うことが神のお望み
を示している限りにおいて、果たそ
うとさせる徳であると説明します
[10]。言うまでもありませんが、正当
な命令がいつも最良のものだという
わけではありません。しかし、従順
は豊かな実りを得る道になるでしょ
う。というのは、時々主は、各自の
考えがそれなりに正しいという事よ
りも、その人が謙遜であり、上長と
一致しているということをより評価
されるからです。ここから超自然的
な見方が重要になるのです。つま
り、受けた指示を単に人間的に評価
するだけに終わらないことです。

いずれにしても、権威にある人は、
指示を与える時、できる限り丁寧に
振る舞い、不必要に自分の基準を押
し付けないように心がけ、また自分
の指示や助言がまるで神の御旨の明
白な表現かのように示すことを避け
るべきです。2018年1月9日の手紙に



書いたように、「人々への敬意を
もって命令するとは、第一にその人
の良心を丁寧に尊重し、統治と霊的
同伴をきちんと区別することです。
第二に、この敬意を持つなら、命令
と励ましや助言や示唆とを区別して
示すことができるようになります。
第三に――三番目ということでそれ
ほど大切ではないということではあ
りません――他の人に全幅の信頼を
置いて統治すること、いつも問題に
関わりのある人たちの意見に、でき
るかぎり耳を傾けることです」（13
番）。

なににもまして、イエスの模範に目
を留めましょう。「イエスは従われ
ます。ヨセフとマリアに従われるの
です。神は従うために、人間に従う
ために、地上にお降りになったので
す」[11]。神殿においてイエスが、御
父のことに従事しなければならない
旨をご両親にお伝えになった後、お
二人に従われたことは意味深長です



（ルカ2･49ｰ51参照）。私たちがい
つも何事においても探すべき神の御
旨に従うことは、しばしば人間に信
頼して従うことにあるのです。

従順と自由

8. 人類の歴史の中で、十字架上の主
の献身ほど真実に自由な行為はあり
ませんでした（ヨハネ10･17ｰ18参
照）。「主はご自分の最高の自由を
十字架上で体験しました。十字架は
愛の頂点だからです。人々はカルワ
リオで叫びました。『もしお前が神
の子なら、十字架から降りるがよ
い』。主はまさに十字架上にとどま
ることによって、子としての自由を
示しました。それは御父の憐れみ深
い心を完全に成し遂げるためでし
た」[12]。聖ホセマリアが書いている
ように、「十字架は苦しみでも不愉
快でも悲しみでもない。それは、キ
リストが勝利を得られた聖なる木で
あり、主がお送りになることをよろ



こびと物惜しみせぬ心で受け入れれ
ば私たちが勝利を得るところであ
る」[13]。

十字架は、この手紙の冒頭で話して
いたことを明白な形で示してくれま
す。つまり、自由と従順は対立しな
いこと、なぜなら実際に愛によって
従うことができるし、自由であって
初めて愛することができるからで
す。より具体的に言うなら、キリス
ト教的従順は自由と対立しないばか
りか、自由を行使することなので
す。創立者は従順に触れながら「私
は自由をとても愛しています。そし
て自由を愛すればこそこのキリスト
教的な徳である従順を大切にするの
です」[14]と書きました。

いつでも、しなければならないこと
を「そうしたいから」、つまり愛に
よってするということが可能です。
神への愛によってするとき、その
「そうしたいから」は聖ホセマリア



も太鼓判を押していたように、「最
も超自然的な理由」なのです。それ
ゆえに、「自由と献身は両立しな
い、と考えるほど間違ったことはあ
りません。献身は自由の結果として
生まれるものですから」[15]。

9. 「愛しなさい。その上で、したい
ことをしなさい」[16]。この有名な聖
アウグスティヌスの金言は、彼自身
が書いたように、愛徳に動かされて
善を行う人は、ただ必要性や義務だ
けに縛られて行動するのではない、
なぜなら「自由は愛徳に属する」[17]

から、と教えています。このように
キリストの法は、そのすべてが愛徳
に要約され、愛の中で完成される
（ローマ13･8ｰ9参照）という理由
で、「自由をもたらす完全な律法」
（ヤコブ1･25）であることがわかり
ます。

あらゆることにおいて、私たちはキ
リストのように自由に行動し、人か



ら求められることを愛によって自分
のものにすることができます。この
意味で、聖ホセマリアは「従う際に
は、よく聞かねばならない。私たち
は責任感もなく考えることもしな
い、生命のない道具でも受け身的な
道具でもないからだ。自分らしさ
と、発意と自発性をもってすべての
知性と意志を命じられた一点に集中
し、命じられたことすべてを、また
命じられたことだけを果たすように
する。オプス・デイにおける従順は
あなた達の素質を余すところなく育
成し、あなた達の個性を失わせるこ
となく、82歳になっても2歳のとき
と同じ人間であり続けながら、より
成熟した人間になるようにする」[18]

と言っています。言うまでもなく、
この進取の精神の見せ所は従うこと
が必要な場面だけに限られません。
あらゆる状況で、指示を待つのでは
なく、いつも権威にある人と心を一
つにして、各自が自分のいるところ



で自己の意見を表明し、提案し、創
意を発揮することができます。

大聖バジリオの説明によれば、子供
に特徴的なことは愛によって従うこ
とです。「もし、悪から離れるのが
罰への恐れのためなら、私たちは奴
隷の性根を持っている。もし報酬が
もらえると期待してそうするなら私
たちは傭兵であろう。最後に命令す
る人への愛のためなら、私たちは子
供である」[19]。愛のために従うの
は、知性を排した主意主義の一形態
ではありません。それは、魂のすべ
ての能力を発揮し、考えながら善を
追求する知性と、それを実現したい
と望む意志の最良の部分を働かせる
ことです。実際、知性と自由――特
に内的自由――なくしては、正真正
銘の人間的な従順は不可能です。ま
してや、イエスの従順のような従順
は。創立者は言っていました。「も
し従順が意志の働きをともなわず、
責任が免除されたものなら、真にキ



リスト教的な従順が存在するとは考
えられない」[20]と。

10. とはいえ、ここでまた疑問が浮
かぶかもしれません。「わけのわか
らないまま従うことは可能なのか。
さらに言えば、問題についての見解
が異なる場合は、無理ではないか」
と。いや、もちろん、できます。そ
のようなときも、――いやそのよう
なときにこそ――愛によって、それ
ゆえ自由に従うことができるので
す。ここにおいて、しばしば、愛徳
と並んで信仰が関係してきます。つ
まり、理解できなくても、あるいは
問題を同じように見ることができな
くても従うのは、その指示が、私よ
りもより賢明な人から、私よりもよ
く判断できる人たちから来るという
ことを信じるときです。あるいは、
一度物事を十分に考えたのち、決定
をくだす必要があり、そしてその決
定は誰かが行わないといけないとい
うことを受け入れるときです。その



人の判断の中に、またそれを受け入
れる私たちの心構えの中に聖霊の恩
恵を見るならば、その従順は信仰の
行為として現れます。

聖トマスは、アリストテレスに従っ
て、確かに知性が意志に選択肢を提
示する必要があるが、本来的に人を
導く能力は意志であると言います
[21]。すべて良いものも悪いものも、
心から出ます（ルカ6･45参照）。理
解したくない、あるいは問題をより
よく把握するためにしたほうがよい
相談を避ける、という態度を決める
こともできるのです。意志は、私た
ちの経験から知っているように、知
性を支配し、客観的に明白なことも
否定するよう強いることすらできる
のです。しかしまた逆に、自由意志
は、知性が完全には納得していない
状況において、新しい道を進むよ
う、知性の背中を押すこともできま
す。



もし、困難や苦悩を前にしてどうし
ていいかわからなくなったら、あの
十字架上のイエスを見つめるのは役
に立つでしょう。主は、あの苦しみ
を甘んじて受けることを人間の意志
においても望まれました。実際「わ
が神、わが神、なぜわたしをお見捨
てになったのですか」（マタイ27･
46）と祈られた時、詩編22の預言の
言葉を実現されたのです。苦しみの
最中にまったく自由になされた答え
も詩編から取られています。「父
よ、わたしの霊を御手にゆだねま
す」（ルカ、23･46、詩編31･6参
照）。イエスの従順は、アダムの不
従順を償いしました（ローマ5･19参
照）。その全人生と死は父なる神へ
の従順であり、私たちの救いの原因
なのです（フィリピ2･6ｰ11参照）。

従順と信頼

11. 従順と信頼もまた互いを求め合
うものであり、それらが本物であれ



ば、一方から他方へと自然に移行し
ます。例えば、信頼があれば、他者
の判断を参考にし、時にはそれを自
己の判断とするでしょう。それは、
最善のものを選びたいと望むなら、
正常なことでしょう。一方、信頼関
係が弱まると、従順は単に外面的、
形式的でよそよそしいものになる危
険性があります。だからこそ、健全
な従順を促すには、愛情のある温か
な環境が不可欠です。人々がコント
ロールされていると感じるのではな
く、愛されていると理解しているこ
と、しっかりと話を聞いてもらえる
こと、自分の意見が評価されている
と感じること、これらすべての態度
が自由を高め、同時に従順を強めま
す。

聖ホセマリアは、親子の情愛を育む
鍵は信頼関係であると指摘していま
した。「もし、子どもたちに自由が
なければ、もし彼らが信頼されてい
ないと思うなら、いつも欺こうとす



る気持ちになるでしょう」[22]。信頼
が失われると、すぐに隔たりを感
じ、透明性は簡単に失われるでしょ
う。なぜなら、親密さはデリケート
な領域であり、それを成長させるた
めには安心できる環境が必要だから
です。心の交わりがない、形だけの
従順を求めることは、砂の上に家を
建てるようなものです（マタイ 7･26
参照）。

信頼の雰囲気を育むという使命にお
いて、家庭や集団の中で権威ある立
場にある者は、より大きな責任を
負っています。実際、その奉仕の行
為は、皆との信頼関係を積極的に促
進すること、同時に、まず自らが先
立って、自身と自身の使命について
の、神の御旨を探すことから始まり
ます。こうして互いに支えながら、
他の人々も、神の御旨を求め、それ
に出会うことになるでしょう。オプ
ス・デイは「組織化されない組織」
[23]なので、最小限の組織を必要とし



ますが、創立者が「鳥のように自由
に」[24]と表現したことを、皆が自分
のこととして理解し、感じることが
必要です。

聖ホセマリアが、オプス・デイにお
いて最も強い命令は「お願いしま
す」であると教えたのは、まさに、
信頼と家庭的な温かさが必要だから
でした。これは単なる言い方の問題
ではなく、家庭的な雰囲気の中で、
自由で知的な大人の間にあるべき自
然な態度を表しています。さらに、
オプス・デイは「超自然の」家族で
すから、信仰と愛徳が、信頼と共
に、権威の行使においても従順にお
いても、真の土台となっています。

従順と実り豊かな使徒職

12. 主は「多くの苦しみによって従
順を学ばれました。そして、完全な
者となられたので、御自分に従順で
あるすべての人々に対して、永遠の
救いの源とな（られた）」（ヘブラ



イ 5･8ｰ9）。救いは、キリストの死
に至るまでの従順の実りです。この
ことは私たちの生活における従順と
使徒職の実りの関係についても光を
当てます。

ペトロが、主の指示に従うことが人
間的に見て理屈に合わないにもかか
わらず、それに従ったあの場面を幾
度も黙想したことでしょう。「沖に
漕ぎ出して網を降ろし、漁をしなさ
い」（ルカ 5･4）。ゆっくりと考え
てみましょう。この「Duc in
altum」に対するペトロの従順か
ら、どれほど多くの良いことが続い
たことでしょう！「従順の力の素晴
らしさ。ゲネサレト湖で、ペトロが
幾度網を降ろしても、一匹の魚も捕
れなかった。夜通しかけて働いて
も、無駄骨だった。ところがイエス
の言葉に従って、再び網を降ろした
ら、『おびただしい魚がかか』っ
た。私の言うことを信じなさい。奇



跡は日々繰り返し起こっているの
だ」[25]。

13. 使徒職の使命において、神と
人々への愛の実りである、個人的か
つ広範なイニシアティブをとること
ができますし、そのようにしなけれ
ばなりません。また同時に、創立者
が伝えてくれた手段への忠実を保ち
つつ、オプス・デイのセンターで組
織される多くの活動を、指導する人
たちに従いながら、発展させること
ができますし、またそうすべきで
す。これらすべてについて、最も大
切な手段はいつも祈りであることを
忘れてはなりません。「祈り、それ
が私たちの力なのです。それ以外に
私たちの武器などありません」[26]。

オプス・デイの指導において、また
その使徒職の組織において、従う方
法は、家族に固有な方法、交わりの
内にいる人々に固有な方法です。
人々の交わりを考えるということ



は、自由における交わりを考えるこ
と、また、個人的なイニシアティブ
の交わり（それは、「オプス・デイ
をすること」でもあります）、そし
て、世代を超えた交わりについて考
えることです。神はすべての人の心
の中で働かれ、そして私たちが皆、
神の御旨に注意を払っているという
確信は、各メンバーが共同のプロ
ジェクトに積極的に協力する、家族
にふさわしい従順を生み出します。
このように理解され、実践される従
順は、一致の表現であり、まさにこ
の一致が、使徒職の実りの条件で
す。Ut omnes unum sint... ut
mundus credat「すべての人を一つ
にしてください。...そうすれば、世
は...信じるようになります」（ヨハ
ネ17･21）。

霊的同伴と統治の区別を厳格に尊重
した上で、皆が一つのチーム、一つ
の家族として働くために各自が持つ
豊かさを活かし、オプス・デイにお



けるキリスト者の召命に対する感謝
の念に常に満ちて生き、働かなけれ
ばなりません。

本物の従順の徳を培うなら、しっか
り聴くことをしない従順にも、ま
た、神が各人に与えてくださった内
的な豊かな宝を使わずにただ遂行す
るだけの奴隷のような従順にも陥る
ことはないでしょう。聖ホセマリア
は、そのような危険について注意を
促していました。そして次のように
考えていました。「大部分の不従順
は、命令の〈聴き方〉を知らないと
ころから来るが、それはとりもなお
さず、謙遜が足りないか、仕える気
がないかのどちらかである」[27]。ま
た、まさに奉仕の姿勢でしっかり耳
を傾けることの結果として、「オプ
ス・デイでは、頭と意志で従うので
あって、死体のようには従いませ
ん。死体は何の役にも立ちません。
丁寧に葬るだけです」[28]と指摘して
いました。この意味において、従順



とは、他者の意志を遂行するだけで
はなく、意志と頭と考えにおいて一
致して協力することなのです。

聖ヨセフの知的な従順

14. 教皇フランシスコは、聖ヨセフ
に関する書簡の中で、「ヨセフは、
人生のあらゆる場面で、自分の『は
い（fiat）』を声に出せました。受胎
告知の際のマリアや、ゲッセマネで
のイエスと同様です」[29]と、考察さ
れています。聖ホセマリアは、従順
について話さなければならないと
き、しばしば聖ヨセフに言及してい
ました。なぜなら、聖ヨセフに、神
に耳を傾けるだけでなく、周囲の状
況や人々にも注意を向ける心を見た
からです。例えば、エジプトからの
帰還のエピソードについて次のよう
に示しています。「聖ヨセフの信仰
にはためらいがありませんでした。
彼の従順はいつも厳格で迅速でし
た。ここで、この家庭の長が与える



教訓をいっそうよく理解するため
に、その信仰が積極的であったこ
と、また聖ヨセフの素直な態度は、
環境に左右され易い人々が示す従順
とは異なっていたことを考えてみる
とよいと思います」[30]。

こうして、私たちの創立者は、聖ヨ
セフが祈りの人でありながら、目の
前の現実をよく見て深く考えて対処
していたことを評価していました。
「聖ヨセフは、その生涯のどのよう
な状況においても頭を使うことを止
めたり、責任逃れをしたりはしませ
んでした。それどころか、すべての
経験を信仰に役立てたのです。
（...）聖ヨセフの信仰は、神の御旨
への効果的な依託と賢明な従順と
なって具体的に表され、すべてにわ
たって信頼に満ち、疑いのかけらさ
えもないものでした」[31]。

聖ホセマリアが個人の自由に統合さ
れた知性の伴った従順を学ぶ必要性



を強調していたことは、非常に移ろ
いやすく課題に満ちたこの世界の中
で聖人となるように招かれている私
たちにとってよく理解できることで
す。

マリアの従順

15. 近年、「結び目を解く聖母」へ
の信心が世界中に広まっています
が、この信心は非常に古いルーツを
持つものです。3世紀初頭、リヨン
の聖イレネオは、「エバはその不従
順によって人類の不幸の結び目を結
んだが、マリアは従順によって結び
目を解いた」[32]と記しています。私
たちが聖母のように神の御計画のた
めに生きるなら、世界や私たちの人
生において解くことが不可能に思え
る結び目が、どれほど多く解かれる
ことでしょう！

創立者は次のようにコメントしてい
ます。「威厳と服従の両方を兼ね備
える絶妙の態度、神に従う態度を、



聖母を模範として学びたいもので
す。聖母には、従いはするが、あの
愚かなおとめの態度は見られませ
ん。聖マリアは注意深く神の思し召
しに耳を傾け、理解できないことは
よく考え、知らないことは尋ねま
す。そして、神の御旨を果たすため
にすべてを捧げます。『わたしは主
のはしためです。お言葉どおり、こ
の身に成りますように』。なんと素
晴らしい態度でしょう。神への従順
とは隷従でも良心の隷属でもないこ
とを、私たちの師である聖マリアは
教えてくださいます。心に働きかけ
て、『神の子の自由』を発見させて
くださるのです」[33]。

従順が自由と対立するように感じる
ことがあれば、マリアに馳せ寄りま
しょう。マリアは、本物の従順の中
に神の子としての自由を発見する恵
みを私たちのために得てくださるで
しょう。そして、自由と共に喜びも
与えてくださるでしょう。



心からの愛情をこめて祝福を送りま
す。

皆さんのパドレ

ローマ、2024年2月10日
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